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　肥満は，摂取エネルギーが消費エネルギーを上
回ったことにより余剰となったエネルギーが中性脂
肪として体内に過剰蓄積された状態であり，近年の
豊かな食料事情に伴う高い摂取エネルギーと利便性
の高い現代社会における低い消費エネルギーによる
プラスのエネルギー・バランスでは成立が容易であ
る。したがって，世界的に肥満の発生率は高まって
きている。肥満者は，糖・脂質代謝異常から糖尿病
や高脂血症，動脈硬化症等の疾患を合併しやすい。
このような病態はメタボリックシンドローム（内蔵
脂肪症候群）と呼ばれ，憂慮すべき健康関連の問題
である。
　近年，先進国をはじめとする世界各国において小
児肥満の発生率の増大が重要な健康問題となって
いる3,4,12,13,16,17,18,23,26,28）。わが国においても，学校保
健統計報告書による肥満発生率は，この30年間で
男女共にほぼ倍増しており15），いくつかの研究に
よっても小児肥満の発生率の増大が報告されている
10,11,22）。
　小児期における肥満は，青年期を経て成人期の肥
満に関連すると考えられ，これまでに多くの研究
によってその関連性が検討されている1,5,6,9,19,24,25,27）。
例えば，Sugimori ら（1999）24）の報告によると，
６歳の男児384名と女児144名の身長と体重を17歳
まで縦断的に継続して測定した結果，年齢別及び性
別の BMI 標準値によって小学校期において肥満と
判定された小児で17歳でも肥満であった者の割合
は男女とも約50％であった。また，17歳で肥満と
判定された44名のうちの14名は，すでに６歳の時
点で肥満していたことも報告しており，小学校期，
あるいはそれ以前からの健康教育の必要性を示唆し
ている。同様に，Togashi ら（2002）25）も，小児
期（６歳から15歳）において標準体重法によって
肥満と判定された276名中，青年期あるいは成人期
（18歳から36歳）においても肥満（25.0≦ BMI）
が継続していた者の割合は54.7％（151名）であっ
たことを報告している。
　これらの結果から，青年期あるいは成人期におけ
る肥満予防という観点からも，小児期における肥満
発生の実態やそれに関わる要因の分析が重要である
と考えられる。
　そこで，本研究では，４歳から６歳までの日本人
小児を対象として，小児期における形態および身体
組成と生活時間や身体活動状況等の生活環境因子と
の関係を検討することにより，小児肥満の発生に影
響を及ぼす要因を明らかにすることを目的とした。
方　　法
１）被験者
　被験者は，福岡市内の幼稚園に通う男児127名，
女児127名の合計254名である。測定に先立ち，被
験者の保護者に対して研究の目的，方法，安全性な
どについて説明し，すべての被験者の保護者から同
意書を得た。
２）測定項目と測定時期
　身長は一般的な測定機器を用いて0.1cm 単位で
測定し，体重は精密体重計（エーアンドディ社製，
AD －6205）を用いて0.02kg 単位で測定した。こ
れらの値により，Body mass index （BMI） を体重
（kg）÷身長（m） 2より算出した。
　 イ ン ピ ー ダ ン ス（ Ω ） の 測 定 は，10Vp － p，
50kHz，500μＡの定電流を発するインピーダンス
測定器（トーヨーフィジカル社製，TP －95K）と
粘着性電極（3M 社製，Red Dot －2330）を用いて
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行った。インピーダンスは，通電しないベッド上に
上肢を体幹から離し，素足で両足首の内果を20cm
以上離した状態で仰臥した被験者の右手背と右足背
の第１，第２中手骨及び中足骨間の２ケ所に電流注
入電極を，右手首の豆状骨突起間と右足首の内果と
外果の中間部の２ケ所に電圧検出電極を貼付して測
定した。
　測定は，平成19年２月（対象人数120名）と平
成20年２月（対象人数134名）に実施した。分析
には２回の測定データを合計したものを用いた。
３）身体組成の推定
　体水分法（重水希釈法）を基準法として独自に開
発した次式から体水分量（TBW）を推定した。
TBW（kg） ＝0.149× イ ン ピ ー ダ ン ス 指 数
（ 身 長2／ イ ン ピ ー ダ ン ス 値，
cm2/ Ω）＋0.244×体重（kg）＋
0.460× 年 齢（ 歳 ） ＋0.501× 性
別（男児＝１, 女児＝０）＋1.628
　推定式によって求められた TBW を Schoeller の
水和定数（除脂肪量に含まれる体水分量の割合）で
除すことによって除脂肪量（kg）を求めた。
　体脂肪量（kg）は，体重から除脂肪量を減ずる
ことで求め，体重に占める体脂肪量の割合（体脂肪
率，%）を求めた。
４）調査項目
　以下の調査項目について，質問紙による調査を実
施した。回答はすべて保護者から得た。
⑴　生活時間（身体活動）状況
　平日及び休日のあそび場所，あそび時間，テレビ
ゲームの時間，及びテレビ・ビデオの視聴時間につ
いて調査した。
⑵　両親の年齢，身長，及び体重
　調査時における両親の年齢，身長，及び体重を質
問紙（自己申告）により調査した。調査によって得
られた身長と体重から，BMI を体重（kg）÷身長
（m） 2より算出した。
５）統計処理
　統計処理は，Statcel2を用いて行った。結果は，
平均値±標準偏差で示した。性差の検定には，ス
チューデントの t 検定を用い，相関関係の検定に
は，ピアソンの相関係数の検定を用いた。また，調
査項目における群間の差の検定には，二元配置分散
分析を用いた。有意水準はいずれも５％未満とし
た。
結　　果
　被験者の年齢と身体的特性を表１に示した。被験
者の平均年齢は，男女ともに5.4歳であった。身長
は，男女ともほぼ同じ値を示し，有意差は認められ
なかった。しかし，体重は，女児よりも男児の方が
有意に高い値を示し，BMI についても同様に男児
が有意に高い値を示した。一方，身体組成について
は，除脂肪量は男児が女児よりも有意に高い値を示
し，体脂肪量は女児が男児よりも有意に高い値を示
した。したがって，体脂肪率は女児が男児よりも有
意に高い値を示した。
表１．被験者の年齢と身体的特徴
男児（n=127） 女児（n=127） 有意差
年齢 ,　歳 5.4±0.6 5.4±0.6 n.s.
身長 ,　cm 112.0±5.7 111.0±5.3 n.s.
体重 ,　kg 19.06±2.83 18.28±2.26 p ＜0.05
BMI,　kg/cm2 15.13±1.38 14.79±1.28 p ＜0.05
除脂肪量 ,　kg 15.56±1.58 14.28±1.27 p ＜0.001
体脂肪量 ,　kg 3.39±1.43 4.00±1.16 p ＜0.001
体脂肪率 ,　% 17.27±4.62 21.55±3.83 p ＜0.001
　表２に被験者の形態，身体組成と生活時間との相
関関係を示した。男児においては，平日の外あそび
時間と体重および除脂肪量との間に有意な相関が認
められ，休日の外あそび時間と身長との間にも有意
な相関が認められた。また，平日のテレビゲーム時
間と体重および除脂肪量との間に有意な相関が認め
られ，休日のテレビゲーム時間と除脂肪量との間に
も有意な相関が認められた。女児においては，休日
のテレビゲーム時間と除脂肪量との間に有意な相関
が認められたのみであった。
　被験者の形態，身体組成と平日のあそび場所との
関係を表３に示した。身長，体重，BMI および除
脂肪量においては，有意な群間差が認められ，いず
れも室内であそんでいる群が最も低い値を示し，室
外であそんでいる群が最も高い値を示した。また，
体重，除脂肪量，体脂肪量および体脂肪率には有意
な男女差が認められ，体重と除脂肪量においては男
児が高い値を示し，体脂肪量と体脂肪率においては
女児が高い値を示した。
　被験者の形態，身体組成と休日のあそび場所との
関係を表４に示した。休日のあそび場所について
は，有意な群間差は認められなかった。また，体
重，除脂肪量，体脂肪量および体脂肪率には有意な
男女差が認められ，体重と除脂肪量においては男児
が高い値を示し，体脂肪量と体脂肪率においては女
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表２．被験者の形態，身体組成と生活時間との関係
テレビ視聴時間 外あそび時間 テレビゲーム時間
平　日 休　日 平　日 休　日 平　日 休　日
男児
身長 － － － 0.197* － －
体重 － － 0.191* － 0.184* －
BMI － － － － － －
除脂肪量 － － 0.219* － 0.211* 0.184*
体脂肪量 － － － － － －
体脂肪率 － － － － － －
女児
身長 － － － － － －
体重 － － － － － －
BMI － － － － － －
除脂肪量 － － － － － 0.184*
体脂肪量 － － － － － －
体脂肪率 － － － － － －
表３．被験者の形態，身体組成と平日のあそび場所との関係
男児（n=119） 女児（n=119） 群間
差
男女
差
交互
作用室外（n=6） 両方（n=26） 室内（n=87） 室外（n=6） 両方（n=26） 室内（n=87）
身長 ,　cm 115.8 ± 5.9 112.0 ± 6.3 111.5 ± 5.4 115.3 ± 0.9 111.0 ± 5.8 110.7 ± 5.1 * n.s. n.s.
体重 ,　kg 21.4 ± 2.7 19.6 ± 4.1 18.7 ± 2.3 19.1 ± 0.9 18.9 ± 3.2 18.1 ± 2.0 * * n.s.
BMI,　kg/cm2 16.0 ± 1.5 15.5 ± 1.9 15.0 ± 1.2 14.3 ± 0.8 15.3 ± 1.9 14.7 ± 1.1 * n.s. n.s.
除脂肪量 ,　kg 17.2 ± 1.3 16.0 ± 2.0 15.4 ± 1.4 14.7 ± 0.7 14.5 ± 1.7 14.2 ± 1.2 * *** n.s.
体脂肪量 ,　kg 4.1 ± 1.6 3.6 ± 2.2 3.3 ± 1.1 4.3 ± 0.6 4.4 ± 1.7 3.9 ± 1.0 n.s. *** n.s.
体脂肪率 ,　% 18.9 ± 5.1 17.6 ± 6.1 17.1 ± 4.3 22.6 ± 2.3 22.6 ± 4.6 21.2 ± 3.8 n.s. *** n.s.
表４．被験者の形態，身体組成と休日のあそび場所との関係
男児（n=119） 女児（n=119） 群間
差
男女
差
交互
作用室外（n=26） 両方（n=50） 室内（n=43） 室外（n=26） 両方（n=34） 室内（n=59）
身長 ,　cm 113.1 ± 5.5 112.3 ± 6.0 110.6 ± 5.2 111.1 ± 5.5 111.0 ± 4.3 111.0 ± 5.7 n.s. n.s. n.s.
体重 ,　kg 19.4 ± 2.6 19.3 ± 3.5 18.5 ± 2.1 18.6 ± 3.2 18.6 ± 2.0 18.0 ± 2.0 n.s. * n.s.
BMI,　kg/cm2 15.1 ± 1.2 15.2 ± 1.6 15.1 ± 1.2 15.0 ± 1.9 15.1 ± 1.1 14.6 ± 1.1 n.s. n.s. n.s.
除脂肪量 ,　kg 15.9 ± 1.5 15.8 ± 1.9 15.3 ± 1.3 14.4 ± 1.7 14.3 ± 1.1 14.2 ± 1.2 n.s. *** n.s.
体脂肪量 ,　kg 3.5 ± 1.3 3.5 ± 1.8 3.2 ± 1.1 4.2 ± 1.7 4.2 ± 1.1 3.8 ± 0.9 n.s. *** n.s.
体脂肪率 ,　% 17.7 ± 4.3 17.3 ± 5.4 16.9 ± 4.2 21.8 ± 4.7 22.5 ± 3.8 20.9 ± 3.5 n.s. *** n.s.
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用いた体水分量法によって求め体脂肪率と関連して
いたことを報告している。また，Goran ら（1997）
8）も，平均年齢5.3歳の小児を対象として，身体活
動レベル（週当たりの活動時間）が，二重エネル
ギー X －線吸収法で求めた体脂肪量と有意な負の
相関を示したことを報告している。これらの結果
は，身体活動レベルが小児期の体脂肪蓄積に影響を
及ぼすことを示唆している。
　本研究においては，身体活動に関連する生活時間
（テレビ視聴時間，外あそび時間，テレビゲーム時
間）と被験者の形態および身体組成との関連では，
主に男児において身長や体重および除脂肪量と外あ
そび時間やテレビゲーム時間との間に相関が見られ
たものの，体脂肪量や体脂肪率，あるいは BMI と
の間には有意な相関関係は認められなかった。ま
た，あそび場所と身体組成の間においても明確な関
連性は認められなかった。このことは，本研究にお
ける身体活動レベル，あるいは活動量の定量が，ア
ンケートによる聞き取りという曖昧な方法であった
ことに起因しているかもしれない。
　一方，小児の肥満あるいは過体重と両親の肥満度
との関係については，これまでいくつかの研究で
検討されており，小児の体脂肪率や BMI と両親の
BMI 値との有意な相関7,14）や，両親（あるいは父親
か母親のどちらか）が肥満である小児ほど肥満にな
る確率が高い21）ことなどが報告されている。した
がって，両親の肥満は，小児の肥満にとって重要な
児が高い値を示した。
　表５に被験者の形態，身体組成と両親の形態との
相関関係を示した。男児においては，父親の身長と
男児の身長，体重および除脂肪量との間に有意な相
関が認められた。また，父親の体重および BMI は，
男児のすべての項目との間において有意な相関を示
した。母親との関係では，母親の身長と男児の身長
との間に有意な相関が認められたのみであった。女
児においては，父親との関係では，父親の身長と女
児の身長との間に有意な相関が認められたのみで
あった。母親との関係においては，母親の身長と女
児の身長，体重，除脂肪量，体脂肪量および体脂肪
率との間に有意な相関が認められた。
考　　察
　本研究は，小児期の形態および身体組成と生活時
間や身体活動状況等の生活環境因子との関係を検討
することにより，小児肥満の発生に影響を及ぼす要
因を明らかにすることを目的として，４歳から６歳
までの日本人幼児を対象とした分析を行った。
　Reilly ら（2005） 20）は，週に８時間以上のテレ
ビ視聴時間が肥満のリスクを高めることを報告し
ている。一方，Atkin and Davies ら（2000） 2）は，
1.5歳から4.5歳までの小児を対象として，二重標識
水法から総エネルギー消費量を求め，その総エネル
ギー消費量から推定した身体活動レベルが，18O を
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表５．被験者の形態，身体組成と両親の形態との関係
父　　　　　親 母　　　　　親
身　長 体　重 BMI 身　長 体　重 BMI
男児
身長 0.396*** 0.422*** 0.264** 0.337*** － －
体重 0.258* 0.505*** 0.431*** － － －
BMI － 0.306** 0.350*** － － －
除脂肪量 0.300** 0.461*** 0.359*** － － －
体脂肪量 － 0.481*** 0.453*** － － －
体脂肪率 － 0.404*** 0.389*** － － －
女児
身長 0.261* － － 0.304** － －
体重 － － － 0.262* － －
BMI － － － － － －
除脂肪量 － － － 0.233* － －
体脂肪量 － － － 0.247* － －
体脂肪率 － － － 0.236* － －
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リスクファクターの一つであるとされている。
　本研究においても，男児の体脂肪量および体脂肪
率は，父親の体重および BMI と高い相関関係を示
したことから，現在の父親の肥満度が，男の子につ
いては肥満の発生に影響を及ぼしていることが示唆
された。しかし，父親と女児，あるいは母親と男児
および女児との間には，明確な関係は見られなかっ
た。
　以上の結果から，本研究においては，小児期にお
ける身体活動状況や両親の肥満度等の小児を取り巻
く生活環境に関する因子が，小児の体脂肪蓄積に影
響を及ぼしている明確な確証を得ることはできな
かった。これらの因子は，それぞれが独立して肥満
発生に寄与するものではなく，複合的に相互に影響
を及ぼすものと考えられる。さらに，これらの小児
を取り巻く生活環境因子には，子ども自身の態度よ
りも，人の健康に関する知識や態度などを含めた親
の子どもに対する養育意識，あるいは態度が大きく
影響を及ぼすと考えられる。
　本研究は，４歳から６歳における身体活動状況や
両親の肥満度などの小児を取り巻く生活環境因子と
小児の形態および身体組成との関連性を検討した。
しかし，本研究の被験者の年齢の幅は狭く，調査項
目あるいは方法も十分ではなかったことから，小児
の形態および身体組成に影響を及ぼす因子を明確に
することはできなかった。したがって，今後は，３
歳以前の被験者も対象として，親の養育に対する意
識や態度なども含めた小児の生活環境と形態および
身体組成との関連性を検討することが必要である。
要　　約
　本研究は，日本人男児127名，女児127名の合計
254名を対象として，形態および身体組成と生活環
境因子との関係を検討することにより，小児肥満の
発生に影響を及ぼす要因を明らかにすることを目的
とした。その結果は，以下のように要約できる。
１．平均年齢5.4歳の日本人幼児において，身長に
は有意な男女差は認められなかったが，体重，BMI
および除脂肪量は女児よりも男児の方が有意に高い
値を示し，体脂肪量と体脂肪率は女児の方が有意に
高い値を示した。
２．被験者の形態，身体組成と生活時間との関係に
ついては，男児では，平日の外あそび時間と体重お
よび除脂肪量との間に有意な相関が認められ，休日
の外あそび時間と身長との間にも有意な相関が認め
られた。さらに，平日のテレビゲーム時間と体重お
よび除脂肪量との間に有意な相関が認められ，休日
のテレビゲーム時間と除脂肪量との間にも有意な相
関が認められた。女児では，休日のテレビゲーム時
間と除脂肪量との間に有意な相関が認められたのみ
であった。
３．被験者の形態および身体組成とあそび場所との
関係については，平日については身長，体重，BMI
および除脂肪量においては，有意な群間差が認めら
れ，いずれも室内であそんでいる群が最も低い値を
示し，室外であそんでいる群が最も高い値を示し
た。しかし，休日についてはいずれの項目にも有意
な群間差は認められなかった。
４．被験者の形態，身体組成と両親の体格との関
係については，男児では，父親の身長と男児の身
長，体重および除脂肪量との間に有意な相関が認め
られ，父親の体重および BMI は男児のすべての項
目との間に有意な相関を示した。一方，母親との関
係では，母親の身長と男児の身長との間に有意な相
関が認められたのみであった。女児では，父親との
関係では，父親の身長と女児の身長との間に有意な
相関が認められたのみであったが，母親との関係に
おいては，母親の身長と女児の身長，体重，除脂肪
量，体脂肪量および体脂肪率との間に有意な相関が
認められた。
付　　記
　本研究は，中村学園大学短期大学部平成19年度
プロジェクト研究「幼稚園の自己点検・外部評価の
構築とカリキュラム開発」の研究結果の一部をまと
めたものである。データの提供等，多大なるご協力
を頂いた本学付属壱岐幼稚園の教職員の皆様に感謝
いたします。
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